
石井勲の漢字教室 5 漢字は生きている Ｉ 漢字の神話 第 3 章 漢字を構成するもの 部首の名前と役目 

上と下とに分けることができる場合、上の部分は 冠
かんむり

と言います。また、頭
かしら

と呼ぶものもあります。扁と同じく、

その字が何に関係あるかを表わすことが多い部首で

す。 

宀（ウ冠
うかんむり

）家の意味 ······························· 家・安・客 

（穴 冠
あなかんむり

）穴の意味 ·························· 空・究・窓 

艹（草冠
くさかんむり

）草の意味····························· 草・花・英 

（竹 冠
たけかんむり

）竹の意味 ·························· 筆・管・等 

（雨 冠
あめかんむり

）気象の意味 ····················· 雲・電・震 

癶（発頭
はつがしら

）両足をそろえた形 ············ 発・登・癸 

耂（老頭
おいがしら

）老人の意味 ························· 老・考・孝 

下の部分は脚
あし

と言います。沓
くつ

と呼ぶこともあります。次

に挙げる脚は、その字が何に関係あるかを表わす部首で

す。 

儿（人脚
ひとあし

）人の意味 ································ 兄・光・先 

（皿
さら

）容器の意味 ······························ 盛・益・盟 

灬（連火
れんが

）火の意味 ································ 照・熱・然 

⺗（下心
したごころ

）心の意味 ······························· 恭・慕 

氺（下水
したみず

）水の意味 ································ 泰・求 

連火は、火の変形で、点が連なっているので、“連火”と呼んだもの

です。“四
よ

っ点”と呼ぶこともあります。⺗は心の変形、氺は水の変形

です。下心・下水の下
、
は脚の意味です。 

上から下に垂れ下がった形のものを、垂
たれ

と言います。

扁と冠とを合わせたような形をしていて、その働きも、扁

や冠に似ています。その字が何に関係あるかを表わす部

首です。 

厂（雁垂
がんだれ

）崖の意味 ································ 原・厚・圧 

广（麻垂
まだ れ

）広い家の意味 ······················ 店・庭・府 

疒（病垂
やまいだれ

）病気の意味 ························· 病・疲・痛 

（戸垂
と だ れ

）戸の意味 ······························ 肩・戻・扇 

尸（ 屍
しかばね

）人の意味 ································ 居・屈・抵 


